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東日本地連

北海道地連
サービス連合北海道地連は、8月 23 日（水）に札幌市の道特会館において第 23 回定期大会を開
催しました。今回は集合開催とし、大会議長には鈴木代議員（日本旅行北海道労働組合）を選出し
ました。
主催者挨拶をおこなった島田議長は、本部の第 23 回定期大会で確認された新たな運動方針につい
て触れ、各加盟組合の目標達成と北海道で観光産業に従事する私たちの労働環境全体を向上させる
べく、サービス連合本部と加盟組合が一丸となっ
て取り組む必要性を訴えました。また、新型コロ
ナウイルス感染症への対応について「12 次におよ
ぶ緊急要請行動を実施し、雇用・労働・産業対策
について対応を求めてきたことなどもあり、感染
症分類が 5類感染症相当まで引き下げられ、明る
い兆しが見え始めた。今後は復調期と捉え、北海
道で活動する加盟組合が、コロナ前以上の成長を
とげられるよう産業全体の底上げを目指した一体
感のある活動が必要」と述べ、挨拶の最後に、「2030
年を見据えた長期ビジョン実現に向けて課題は山
積している。コロナ終息には光が見え始めたもの
の、物価高騰は組合員の生活に大きな負担となっ
ている。この状況に屈せず、雇用を守り、より良
い労働環境を作るには、産別と各加盟組合が強固
に連帯して取り組む必要がある」と加盟組合間の
連携を呼びかけました。
議案審議では、「2021 ～ 2022 年度運動のまとめ
( 案 )」、「2022 年度決算報告・会計監査報告」が提
案通りに承認され、定期大会を終えると共に、北
海道地連の歴史に幕を閉じました。

サービス連合東日本地連は、8月 29 日（火）にAP浜松町において第 19 回
定期大会を開催しました。会場出席 69 名、オンライン出席 4名、特別代議員
2名、傍聴 8名の出席があり、大会議長団には山田代議員（帝国ホテル労働組
合）、吉田代議員（日本旅行グループ労働組合連合会）を選出しました。
主催者挨拶をおこなった岡野議長は、「東日本地連は加盟組合に近い組織で
あり、加盟組合に寄り添って活動を進めてきた。活動を進めるにあたり様々
なことがあったが今日まで活動を進めてこられたのは、東日本地連に集う皆
さんが、私たちの産業のため、サービス連合に集う仲間のためにと思いを一
つにして活動してきたからこそ」と感謝の意を述べるとともに、今後も各加
盟組合が主体的、かつ継続的に交流を図っていくことが重要であると挨拶を
おこないました。
議案審議では「2021～ 2022年度活動のまとめ（案）」、「2021～ 2022年度決算・
会計監査報告」の各議案を審議し承認されました。

会場の様子

島田議長の挨拶

岡野議長の挨拶会場の様子

東日本地連役員集合
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中部地連
サービス連合中部地連は、8月 25 日（金）に愛知県産業労働センター（ウ
インクあいち）において第 23 回定期大会を開催しました。当日は代議員・特
別代議員・傍聴者 27 名および地連役員 17 名が出席し、大会議長には久智菜
津代議員（JTB労働組合中部支部）が選出され議事が進められました。
主催者挨拶をおこなった杉本議長は、「中部地連 22 年の歴史にいったん幕
を下ろす節目の大会となるが、地域ブロックという新たな枠組みにおいても
さらなる連帯と交流を継続することを、地連に集う仲間の総意として確認し
たい」と挨拶をおこないました。
議案審議では第１号議案「2021 ～ 2022 年度運動のまとめ（案）」、第 2号議
案「2022 年度決算」の各議案を審議し、いずれも賛成多数により可決しました。
最後に本部大会を受けて第3号議案「サービス連合の組織体制見直しについて」
が中部地連より報告され、本定期大会をもって中部地連の発展的解消となる
ことが改めて確認され、中部地連の 22 年の活動に区切りをつけることとなり
ました。
また、中部地連では活動の歴
史を振り返り、未来につなげて
いくために「中部地連 22 年の
あゆみ」として小冊子を発行
しました。（今後の配布は PDF
ファイルのみとなりますが、ご
希望の場合はサービス連合本部
までお問い合わせください） 会場の様子

杉本議長の挨拶中部地連役員集合
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沖縄地連

西日本地連
サービス連合西日本地連は、8月 29 日（火）に帝国ホテル大阪において第
19 回定期大会を開催しました。当日は、役員、代議員、特別代議員、傍聴者など、
合計 90 名の出席となり、大会議長団に井上代議員（帝国ホテル労働組合）と
大西代議員（JTBグループ労働組合連合会）を選出しました。
主催者挨拶をおこなった眞田議長は、「コロナ禍で大きく変化した観光業界
を取り巻く環境のなかで、今後も変わらぬ価値やサービスを提供し続けるた
めには、私たち自身が変わり続けなければならない。コロナが終わればコロ
ナ前に戻すということではなく、『新たな方法』、『新たなサービス』をもって、
変わらない価値を提供していくことが求められている。現場の最前線で働く
私たちが変わることで、会社組織や社会そのものを変えることができる。そ
して変化の積み重ねによる大きな力が必要で、その力を存分に発揮するため
には仲間との連帯が必要不可欠である。次年度以降も引き続きサービス連合
の活動へ積極的に参画していただきたい」と挨拶をおこないました。
議案審議では「2021 ～ 2022 年度運動のまとめ（案）」、「2022 年度決算報告・
会計監査報告」の各議案を審議し承認されました。本定期大会をもって西日
本地連は発展的に解消し、地域ブロックでの活動に形が変わりましたが、今
後もサービス連合は地域の加盟組合を決して取り残すことなく活動を継続し
て展開していきます。そして大切なことは、「この活動を支えるのは加盟組合
の組合員である」ということです。加盟組合の
組合員が、今後も主体的に活動に参画すること
で、サービス連合が目指す「加盟組合と共に支
え合う組織」は実現します。今後も変わらず、
「風は西から」、サービス連合の活動を盛り上げ
ていきましょう。

はいさい！　サービス連合沖縄地連は、9月 5日（火）にノボテル沖縄那覇
において、第 23 回定期大会を開催しました。多くの代議員が集まる中、開会
挨拶につづいて主催者挨拶をおこなった山中議長は、これまでの地連活動を
振り返り、観光県である沖縄の地域課題について地連として政策の取り組み
をおこなったことや、加盟組合の連携、連帯を目的に実施した様々な交流に
ついて触れました。また、今回の地連の発展的解消をうけて、「今後は沖縄ブ
ロックとして、本部と連携しながら、現場の人手不足の課題など解決にむけ
て行動しよう」と呼びかけました。
議案については、2022 年度の活動報告、首里城再建プロジェクト、決算報
告をおこない、すべての議案は満場一致で確認されました。活動報告では、
コロナからの復調期にあって、人手不足からの業務逼迫により、地連活動を
思うようにできなかったことに触れ、残念ではあるが、この思いを今後のブ
ロック活動につなげていこうと呼びかけました。また、首里城再建プロジェ
クトについては、地連役員を中心に実施したインスタグラムを通じた発信な
どを振り返り、2026 年の正殿再建にむけ、地域としても注視していこうと呼
びかけました。
本定期大会をもって沖縄地連は、その
長い歴史に、一旦の幕を下ろしましたが、
今後は沖縄ブロックとして、加盟組合の
連携、連帯をおこなっていきます。これ
までの皆さまのご厚情、ご協力に感謝申
し上げます。
にふぇーでーびる！

会場の様子

眞田議長の挨拶

山中議長の挨拶

議案を提案する杉本事務局長

会場の様子

西日本地連役員集合

九州地連
サービス連合九州地連は、8月 29 日（火）にTKP ガーデンシティ博多に
おいて第 23 回定期大会を開催しました。当日は合計 37 名が出席し、大会議
長は、笹栗佳南代議員（阪急阪神交通社グループ労働組合連合会）を選出し、
議事に入りました。
冒頭、主催者挨拶をおこなった藤野議長は、コロナ禍における地連活動の
思いをのべるとともに、これまで九州地連の活動を支え、長年活動された
OG・OBに対して執行部を代表して感謝の意を表しました。
議案審議では「第 1号議案 2021 年～ 2022 年度運動のまとめ」、「第 2号議
案 2021 年～ 2022 年度会計報告」の各議案が確認されました。第 1号議案の
中では、地連の発展的解消を伝えました。
最後に有永副議長の閉会挨拶にて、地連の発展的解消に対する思いが語ら
れ、本定期大会は閉会しました。

会場の様子 藤野議長の挨拶

九州地連役員集合

総実労働時間短縮にむけた
2023年度取り組み強化期間

　サービス連合では、誰もが仕事と生活の調和の取れた働き方・
暮らし方ができる労働時間を目指しており、「第５期時短アクショ
ンプラン」のもと、年間総実労働時間 1800 時間の実現にむけて、
サービス連合全体の取り組みとして強化期間を設定します。加盟
組合には、働くものの健康管理や仕事と生活における時間の調和
（ワーク・ライフ・バランス）の観点から、総実労働時間を短縮す
ることの重要性をあらためて認識するとともに、強化期間におけ
る具体的な取り組みを要請しています。

≪加盟組合の取り組み≫
安全衛生委員会の実施、健康診断実施状況
の確認、職場環境改善の労使協議
安全衛生委員会が未設置の加盟組合は設置
を要請する

『全国労働衛生週間』
（10月1日～７日）

≪加盟組合の取り組み≫
国の取り組みと連動し、年次有給休暇を 1
日でも多く取得するとともに、労使にて年
次有給休暇取得状況の確認をおこなう

『年次有給休暇
　　取得促進期間』（10月）
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ま
す
。
第
１

回
と
な
る
総
対
話
は
、
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

各
地
連
定
期
大
会
に
あ
わ
せ
て
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
７

つ
の
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

さ
れ
、
地
域
の
加
盟
組
合
役
員

と
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
役
員
に
よ

る
対
話
が
全
国
各
地
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

対
話
の
冒
頭
で
サ
ー
ビ
ス
連

合
か
ら
、
団
結
力
の
向
上
の
た

め
組
織
強
化
と
組
織
拡
大
に
傾

注
す
る
今
期
の
運
動
方
針
に
つ

い
て
説
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
期
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
前

に
比
べ
て
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
組

合
員
数
が
減
少
し
、
各
加
盟
組

合
に
お
い
て
も
組
合
活
動
に
つ

い
て
様
々
な
苦
労
が
あ
る
現
状

を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
人
的
・

財
政
的
資
源
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
の
組
織
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
２
０
３
０
年
を
時

間
軸
と
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
む
け
、
厳
し
い
状
況
を

の
り
こ
え
る
た
め
に
も
中
長
期

的
な
目
線
で
運
動
を
お
こ
な
う

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

産
業
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
回
復
基
調
に
あ
る
も

の
の
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
、
中
長
期
的
な
目
線
で
持

続
可
能
な
運
動
を
展
開
す
る
た

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
総
対
話
を
開
催

８月 23日北海道地域ブロック総対話

８月 29日関西地域ブロック・
中国四国地域ブロック総対話 ８月 25日中部地域ブロック総対話

８月 29日九州地域ブロック総対話９月５日沖縄地域ブロック総対話

８月 30日東日本地域ブロック総対話

地域ブロック　2023年度の活動スケジュール決定
サービス連合に集う加盟組合間の交流は、産別に集う仲間の団結・連帯を生み出す重要な取り組みです。
この度、加盟組合間の交流をおこなう７つの地域ブロックの 2023 年度活動スケジュールが決定しました。産別に集う仲間の輪を広げていきましょう。
加盟組合の皆さんの積極的な参画をよろしくお願いいたします。

春季生活闘争討論集会・政策討論集会
10月 31日（火） 北海道
11月 1日（水） 関西
11月 2日（木） 東日本・中国四国
11月 6日（月） 中部
11月 7日（火） 九州
11月 8日（水） 沖縄

業種別交流会①
11月 22日（水） 中国四国
11月 24日（金） 中部・関西
11月 27日（月） 北海道・沖縄
11月 29日（水） 東日本・九州

業種別交流会②
2024年
2月 2日（金） 北海道・関西

2月 5日（月） 中部・沖縄
2月 6日（火） 九州
2月 7日（水） 東日本・中国四国

ブロック総対話・学習会
5月 7日（火） 沖縄
5月 8日（水） 北海道
5月 9日（木） 九州
5月 10日（金） 東日本
5月 13日（月） 関西
5月 14日（火） 中国四国
5月 15日（水） 中部

ジェンダー平等フォーラム
3月 6日（水） 東京近郊で開催

社会貢献活動デー

4月 13日（土） ７つの全地域
ブロックで一斉に実施

業種別交流会③
5月 20日（月） 北海道・関西
5月 21日（火） 中国四国
5月 22日（水） 東日本・九州
5月 23日（木） 中部・沖縄

※日程は事情により変更になる場合があります。
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組
織
形
態
は
継
続
し
た
う
え

で
新
し
い
組
織
と
し
て
、
こ

の
度
グ
リ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
ス

労
働
組
合
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
会
社
に
変
わ
り
労

働
条
件
も
変
わ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
問
題
も
多
く
、
ま
た

組
織
と
し
て
も
活
動
を
始
め

た
ば
か
り
で
、
壁
に
当
た
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
歩

一
歩
着
実
に
進
み
、
従
業
員

の
職
場
環
境
の
改
善
を
通

じ
、
良
い
会
社
と
な
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
加
盟
組

合
の
皆
さ
ん
と
活
動
を
共
に

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
、
結
成
以

来
基
本
理
念
の
中
で
、
福
祉
社

会
や
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
の

実
現
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の

結
成
10
周
年
で
は
、
今
後
は
私

た
ち
労
働
組
合
も
社
会
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
地
域

お
よ
び
国
際
社
会
で
社
会
貢
献

活
動
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、

具
体
的
な
活
動
を
体
系
化
す
る

と
と
も
に
、
愛
称
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
設
定
し
親
し
み
や
す
い

環
境
を
整
え
ま
し
た
。

世
界
で
は
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
標

榜
し
、
国
際
的
な
運
動
が
展
開

さ
れ
る
な
ど
、
持
続
的
か
つ
包

摂
的
な
社
会
の
実
現
に
む
け
た

動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
労
働
組
合
も
社
会
の
一
員

と
し
て
、
社
会
貢
献
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
産
別
に
集
う
加

盟
組
合
の
団
結
・
連
帯
を
具
現

化
す
る
運
動
と
し
て
、
加
盟
組

合
や
組
合
員
と
連
携
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
事
務
局
内
に
「
明

日
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
推

進
し
ま
す
。

機
関
紙
に
よ
る
情
宣
で
は
、

産
別
と
し
て
の
連
帯
感
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、
共
有
を
つ
う

じ
て
取
り
組
み
を
産
別
内
に
波

及
さ
せ
る
た
め
、
加
盟
組
合
の

取
り
組
み
な
ど
を
取
材
し
、
紹

介
し
ま
す
。

地
域
で
の
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
、
７
つ
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

同
日
開
催
の
「
社
会
貢
献
活
動

加
盟
組
合
の
取
り
組
み
を
紹
介

地
域
で
の
取
り
組
み

デ
ー
」
を
新
た
に
設
定
し
、
地

域
の
清
掃
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
毎
年
４
月
、
全

国
一
斉
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
、
加
盟
組
合
の
組
合
員
や
家

族
の
参
加
型
に
よ
る
活
動
を
お

こ
な
い
ま
す
。

・
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
支
援

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の

法
人
維
持
会
員
と
し
て
、
書
き

損
じ
ハ
ガ
キ
の
取
り
組
み
を
つ

う
じ
、
世
界
寺
子
屋
運
動
に
参

画
し
ま
す
。

・
エ
コ
ラ
イ
フ
21
活
動

連
合
の
推
進
す
る
エ
コ
ラ
イ

フ
21
に
連
動
し
、
サ
ー
ビ
ス
連

合
と
し
て
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回

収
や
森
の
町
内
会
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

読
書
の
秋
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

食
欲
の
秋
、
い
ろ
ん
な
秋
が
あ

り
ま
す
が
、
す
っ
か
り
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
、

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
秋
を
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
え
ば
直
近
で

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
ラ
グ

ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
選
手
の

活
躍
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
方
も

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
グ

リ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
ス
労
働
組

合
で
執
行
委
員
長
を
務
め
る

浦
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
は
サ
ー
ビ
ス
連
合

に
加
盟
で
き
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
組
織
は
元
は
藤
田

観
光
労
働
組
合
の
分
会
組
織

で
し
た
が
、
本
年
の
３
月
か

ら
会
社
形
態
が
変
わ
り
、
別

会
社
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

労
働
組
合
を
組
織
と
し
て
継

続
す
る
の
か
、
解
散
す
る
の

か
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
従
業
員
に
意
見
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
労
働
組
合

が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
を

多
数
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

サービス連合の組合員は誰でも利用できます。法律に関することならどん
な内容でも構いません。相談内容は一切秘密にされ相談者の名前や相談
内容が外部に漏れることはありません。労働組合に対しても本人の了解な
く漏らすことはありません。

開催日時と会場

ひとりで
悩んで

いませんか?

毎月第２水曜日　18時30分～20時30分　「サービス連合本部」（東京）
ご希望の場合はサービス連合本部にご連絡ください。

※サービス連合の顧問弁護士事務所である「東京共同法律事務所」、ならびに「ナンバ合同法律事務所」では、組合員からの相談を直接受けつけています
（初回相談無料）。「サービス連合の○○組合」と「相談者の名前」をお伝えください。相談内容の秘密は厳守されますので、ひとりで悩まずにご相談ください。

東京共同
法律事務所 03-3341-3133(東京) ナンバ合同

法律事務所 06-6633-5777(大阪)

※電話相談及び初回の面談相談は無料ですが、事件として委任した場合や文書作成などを
　依頼した場合は有料となります。

組合員向け 無料法律相談のご案内

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
舞
台
裏
で

は
私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
産
業
で
働
く
多
く
の
仲

間
が
、
世
界
中
で
縁
の
下
か
ら

支
え
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
も
新
た
な
組
織

体
制
の
も
と
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
加
盟
組
合
の
皆

さ
ん
と『
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』

と
な
っ
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
．
Ｙ
．）

グリーン・サービス労働組合
継続・躍進大会の様子

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

サ
ー
ビ
ス
連
合
組
合
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
経
済
的
に
支

援
す
る
制
度
（
愛
称
：
金
太
郎

支
援
活
動
）
の
周
知
を
お
こ
な

い
ま
す
。

・
首
里
城
復
興
に
む
け
た
取

り
組
み

２
０
１
９
年
10
月
に
発
生
し

た
火
災
で
焼
失
し
た
首
里
城
の

復
興
に
む
け
て
、
こ
の
２
年
間

も
国
や
沖
縄
県
の
取
り
組
み
、

復
興
状
況
の
発
信
を
つ
う
じ
、

日
本
の
重
要
な
観
光
遺
産
の
維

持
、保
全
に
つ
い
て
発
信
し
ま
す
。

・
カ
ン
パ
支
援

連
合
が
持
続
的
に
実
施
し
て

い
る
「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」

の
活
動
と
継
続
的
に
連
動
し
、

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

公
正
な
福
祉
社
会
、環
境
に
や
さ
し
い
社
会
、そ
し
て
平
和

産
業
に
働
く
立
場
か
ら
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
む
け
て

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
社
会
貢
献
活
動

サービス連合の
社会貢献活動キャラクター
「アネちゃん・モネくん」

明日への希望を花言葉にもつ
アネモネをモチーフに作成し
た兄弟です。かばんを持って
いるのは、私たちの産業のイ
メージと私たちと誰かをつな
ぐ役割を担ってでかけていく
ためです。

櫻田会長
コラム

　サービス連合の運動が新たな期を迎えて2か月が経過
しました。第23回定期大会で確認された方針のもと、地域
ブロックの活動も開始しました。引き続き、加盟組合の皆さ
んにはサービス連合の活動に積極的にご参画いただくこと
をお願いいたします。
　労働運動は働く仲間が結集し、ともに進めていくもので
す。労働組合は人が集まる組織でありたいと思います。
　皆さんは日々の生活の中で、どのようなものに関わろう、
参加してみようと考えますでしょうか。
　先人の言葉に「人が集まる9か条」というものがあります。

　私たちはそれぞれに、そのような環境が作れているでしょ
うか。私たちの運動はひとりで進めることはできません。多く
の人が集まって、声をあげ、進めていくものです。多くの人が
集まることで、その声が力を持ち、厚みを増します。
　人が集まる、魅力ある産業の実現にむけて、皆さんととも
に進んでいきたいと思います。

人は、人が集まるところへ集まる。
人は、快適なところへ集まる。
人は、噂になっているところへ集まる。
人は、夢の見られるところへ集まる。
人は、良いもののあるところへ集まる。
人は、満足が得られるところへ集まる。
人は、自分のためになるところへ集まる。
人は、感動を求めて集まる。
人は、人の心を求めて集まる。

グリーン・サービス
労働組合

新 規 加 盟 組 合 紹 介

編

後
集

記


